
策　定  に  至  る  経  緯      

　（計画期間　H9～H15)
　１　森林整備事業計画の実施の目標
　 (1)水土保全機能の高度発揮
   (2)森林と人との共生の促進
   (3)森林資源の循環利用の促進
   (4)山村の活性化
  ２　事業量
   (1)国が行い
      　又は補助する事業　2兆8500億円
   (2)地方単独事業　　　 　  8700億円
   (3)調整費　　　　　　　1兆6600億円
　     合計　　　　　　   5兆3800億円

第２次森林整備事業計画
（H9.12.19閣議決定）

（計画期間　H9～H15）
　１　事業の実施の目標
　 (1)災害に強い安全な国土づくり
   (2)水源地域の機能強化
   (3)豊かな環境づくり
  ２　事業の量
　　　治山事業　　　　　2兆円

 　　 災害関連
        及び地方単独事業  7900億円
　　　調整費              9800億円
　　　　合計           3兆7700億円

治山事業７カ年計画
（H10.1.30閣議決定）
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森林整備事業計画と治山事業計画を統合した新たな公共事業計画を策定

森林整備保全事業計画（計画期間 H16～20）
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　森林法の一部を改正する法律
　　　（平成15年5月30日法律第53号）

　<主な措置>
　
　○　全国森林計画等の計画事項に「森林
　　の保全の目標」等を追加

　○　公共事業計画である森林整備事業計
　　画を拡充して、「森林の保全」を図る
　　治山事業に関する事項を加えた「森林
　　整備保全事業計画」を創設

　<附帯決議>

・　森林整備保全事業計画の策定に当たっ
　ては、関係する公共事業計画との十分な
　調整を行い、その整合性を確保し、分か
　りやすい成果目標として明示するととも
　に、効率的な事業実施に努めること

森林計画制度の改正

「経済財政運営と構造改革に関する基本方針
（骨太の方針）」(H13.6.26閣議決定)
・　長期計画など公共事業関係の「計画」
　は、事業の着実な推進を支えている面もあ
　るが、他方、資源配分を硬直的なものと
  し、経済動向や財政事情を迅速に事業へ反
  映することを困難にしている面がある　等

「経済財政運営と構造改革に関する基本方針
２００２」(H14.6.25閣議決定)
・　計画の重点を、その分野の特性を踏まえ
　つつ、従来の「事業量」から計画によって
　達成することを目指す成果にすべき　等

「経済財政運営と構造改革に関する基本方針
２００３」(H15.6.27閣議決定)
・　森林整備保全事業計画などの公共事業関
　係計画について、計画策定の重点を事業量
　から成果目標へ変更する　等

公共事業計画を巡る動き
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